
横浜天声キリスト教会　　週報　第 13 巻 46 号（No.459）　　2018 年 11 月 18 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　２コリント 10:3-4･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　３０８番　実れる田の面（も）は

*交読文　････････････････ 　２７番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７６番　きよきみ霊よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　４０２番　主が進めよと

メッセージ　･･････････････ (１サムエル記 23:1-13) 主が愛する者に与える信仰の訓練

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　４０１番　御国へとめざす聖徒

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 次週は収穫感謝礼拝です。それぞれ地の実りをもって主に捧げます。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　こういうわけで、＿＿は、このような多くの証人に雲のように囲まれているのであるから、

いっさいの重荷と、からみつく罪とをかなぐり捨てて、＿＿の参加すべき競走を、耐え忍

んで走りぬこうではないか。信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見

つつ、走ろうではないか。彼は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をもいとわ

ないで十字架を忍び、神の御座の右に座するに至ったのである。

　＿＿は、弱り果てて意気そそうしないために、罪人らのこのような反抗を耐え忍んだか

たのことを、思いみるべきである。＿＿は、罪と取り組んで戦う時、まだ血を流すほどの

抵抗をしたことがない。また子たちに対するように、＿＿に語られたこの勧めの言葉を忘

れている、／「わたしの子よ、／主の訓練を軽んじてはいけない。主に責められるとき、

弱り果ててはならない。主は愛する者を訓練し、／受けいれるすべての子を、／むち打

たれるのである」。＿＿は訓練として耐え忍びなさい。神は＿＿を、子として取り扱って

おられるのである。・・・それによって鍛えられる者に、平安な義の実を結ばせるようにな

る。(ヘブル 12:1-11)

メッセージ概要

　先週の日本コーエンは、朝から夜までみっちりと学んだ 1 週間だった。１サムエル記から、またエリヤとエ

リシャの時代について１列王記から、そして、夜は聖書に基づいた東洋医学を学んだ。多岐に渡る恵みを

頂いたが、今日特に分かち合いたいのは、主がダビデを偉大な王とならせた「主の訓練」についてである。

　サウルは王になるまで訓練を受けていなかったため、シェオル(地獄)になってしまったが、ダビデは油を

注がれてから王になるまで 10年以上の訓練を受け、偉大な王となった。私達も、訓練は受けるべきなのだ。

　彼はサウル王から命を狙われるようになってから、人が続々と集まって来た。といっても、集まって来たの

は、問題を抱えている人  (  マツォク  )、借金を負って逃げてきた人  (  ナシャ  )、心傷ついて苦々しい人  (  ネフェ

シュ・マラ  )だった。ただでさえ王に追い回されて、助けが必要なのに、問題を抱えた人ばかり集まって来た。

そんな彼らの面倒をみるために、日々、食料を調達し、また諸々のいざこざを解決しなくてはならない。

　私達は思うかもしれない。今すぐ目の前の困難が取り除かれてほしい、少しでも多くのお金が必要だ、少

しでも能力ある人が来て、助けてほしい、と。しかし主の助けは、優れた物資や人を送る事ばかりではない。

実は、この困難な状況で彼らの面倒を見る事が、主から送られた「助け」であり、同時に「訓練」だったのだ。

　そんなダビデの元に、さらに一報が届く。ケイラというイスラエルの町が、ペリシテに攻められている、と。

本来国を守るのはサウル王の仕事のはずだが、サウルはそっちのけで、無実のダビデを追い回している。

　ダビデは毎日、危険と窮乏にさらされ、やっとその日を生きているので、誰かを助けている場合ではない。

けれども、ほうっておけないのが、ダビデの王であるゆえんだ。彼は主に伺った。助けるべきでしょうか、と。

　主の答えは、「行ってペリシテびとを撃ち、ケイラを救いなさい」であった(2節)。しかしダビデの部下は非

常に常識的な意見をする。今は人の助けをしている場合ではない、むしろ自分達の身を案じるべきだ、と。

　私達は信仰生活を送る上で、このようなジレンマに陥る事がある。主の御心は「行け」なのに、自分の状

況を、常識的に判断したり、人から「行くな」と言われたりし、その狭間で揺れる事が。

　主の助けの方法は、世の方法とは全く違う。世は、親も学校も、神なしの生き方・思考パターンを教育し、

自分の英知と力で問題を解決するよう教えるが、その思考からは、全能なる神が、全く除外されている。

この思考（ギリシア思考）で塗られた世は、神に伺おう、とか、祈りで解決しよう、とかが、全く理解できない。

　聖書は、神中心の生き方（ヘブライ思考）で歩む信仰者が、神の方法によって生きる術が記されている。

その方法は、世の考え方ではあまりに無意味な、愚かな方法に見えるが、しかし、神を信じ、従順して行く

時、実体として勝利が、祝福がもたらされる。ここに、世を取るか、神の言葉を取るかが試される戦いがある。

　ダビデは、神の言葉と人間の声との狭間で揺れ動いた時、もう一度主に伺った。『主は彼に答えて言わ

れた、「立って、ケイラへ下りなさい。わたしはペリシテびとをあなたの手に渡します」。 ダビデとその従者た

ちはケイラへ行って、ペリシテびとと戦い、彼らの家畜を奪いとり、彼らを多く撃ち殺した。こうしてダビデは

ケイラの住民を救った。』(4-5節)　人の思いとしては「止めたほうがいい」と見える事でも、主の言葉どおり

にした所、圧倒的に勝利し、敵の家畜や食料も分捕り、戦わない場合よりも、遥かに良い結果となった。

　こうして一気に物持ちになったダビデ達。ところがサウル王は、ダビデがケイラを救ったと聞いて、ダビデ

もろともケイラを滅ぼそうと、大軍を率いて向かって来た。それを聞いたダビデは、再び主に伺う。ダビデは

これ以降、「主に伺う」事が、彼の人生の基本路線となり、そして主に伺わず行動したら、必ず失敗した。

　主の答えは、サウルは来る、そしてケイラの住民は、無情にも、ダビデをサウルに渡す、というものだった。

　本来ケイラが襲われた時、救うべきは、サウルだったはずなのに、国王から追われているダビデが救った。

それなのにサウルは、国敵ペリシテは放置し、国を救ったほうのダビデを追い、しかも、自国の町ケイラを

襲ってまで、ダビデを滅ぼそうとしている。ダビデとしては、どうして自分は良い事をしているのに、報われ

ず、サウルも、ケイラも、善を悪で返すのだろう、と思えた事だろう。しかし主は見ておられ、人も見ている。

　人はことごとくダビデがした良い事に、悪で返したが、主は常にダビデの味方であり盾であった。ダビデ

はこのような訓練をしっかり受けたからこそ、今も偉大な王と尊敬されているのだ。私達も、訓練を受けてい

る時は悲しく思えるが、これによって訓練された人は、後には決して揺るがされない平安な義の実を結ば

せるようになる(ヘブル 12:1-11)。いつも失望せず耐え忍び、大いに用いられる皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 13 巻 46 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018 年 11 月 18 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

